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人
権

身近なことから人権を考えてみませんか

育てよう　一人ひとりの

人 権 意 識

国連は、世界人権宣言を行った1948年12月10日を「人権デー」としています。

日本でもこの日を含む12月4日～10日の1週間を「人権週間」とし、人権問題に関

するさまざまな啓発活動を行っています。

しかし、私たちのまわりには、子どもや女性に対する暴力、同和問題、障害者や

在日外国人への偏見など、今なお多くの人権問題が残っています。

人として尊重され、幸せに暮らすためにすべての人が持っている、基本的な自由

と権利「人権」。

この機会にもう一度、人権について考えてみませんか。
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人
権

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

第
56
回
人
権
週
間
強
調
事
項

す
べ
て
の
人
の
心
が
通
じ
合
い
、
21

世
紀
に
人
権
尊
重
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
の
願
い
を
込
め
て
、
同
連
合
会

は
強
調
事
項
を
定
め
、
人
権
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

▽
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等

を
実
現
し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
は
止
め
よ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

▽
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

も
し
、
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
た
ら
、
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
人
権
擁
護
委
員

ど
ん
な
身
近
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
定
例
人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料
相
談
で
す
。

日
時

12
月
7
日
(火)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場

市
役
所
市
民
相
談
室

※
　
こ
の
相
談
は
、
毎
月
第
1
火
曜
日
に
行

っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

○
県
下
一
斉
無
料
電
話
相
談

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

12
月
4
日
(土)

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

7
0
1
2
0
―

9
3
9
3
―

2
2

※
　
携
帯
電
話
や
P
H
S
か
ら
は
通
話
で
き

ま
せ
ん
。

○
法
務
総
合
相
談
所

弁
護
士
や
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

12
月
9
日
(木)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
受
付
　
午
前
9
時
〜
）

※
　
弁
護
士
と
公
証
人
に
よ
る
相
談
は
先
着

順
（
人
数
制
限
あ
り
）
で
す
。

会
場

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う
5
―

5
―

18
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

市
や
県
は
、
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
よ
り

深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
講
演
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

○
春
日
市
人
権
週
間
講
演
会

暮
ら
し
と
人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

で
す
。
託
児
（
3
0
0
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時

12
月
11
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付
　
9
時
30
分
〜
）

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン
ホ
ー

ル
（
大
谷
6
―

24
）

内
容

▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

和
太
鼓
演
奏
（
太
宰
府
ひ
ば
り
太
鼓
）

▽
講
演
「
氾
濫

は
ん
ら
ん

す
る
情
報
と
ど
う
向
き
合
う

か
〜
新
聞
記
者
の
立
場
か
ら
〜
」

馬
場

ば

ば

周
一
郎

し
ゅ
う
い
ち
ろ
うさ

ん
（
西
日
本
新
聞
社
東
京

支
社
編
集
長
）

※
　
託
児
希
望
者
は
、
12
月
6
日
(月)
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

○
福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

日
時

12
月
12
日
(日)

午
後
1
時
〜
4
時
45
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
3
―

1
―

7
）

内
容

▽
二
人
芝
居
「
星
砂

ほ
し
す
な

―
オ
キ
ナ
ワ
」

▽
講
演
「
さ
ら
ば
、
哀
し
み
の
青
春
〜
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
〜
」

水
谷

み
ず
た
に

修
お
さ
む

さ
ん
（
夜
回
り
先
生
）

▽
全
国
中
学
校
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
岡

県
大
会
優
秀
作
品
発
表
　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ

ン
タ
ー

1(

584)

1
2
7
1

5(

584)

1
2
7
3

■市内の人権擁護委員�

氏名� 地区名� 電話番号（5兼用）�

小倉�

松ヶ丘�

泉�

春日原北町�

ちくし台�

塚原台�

紅葉ヶ丘東�

591－0229�

595－0846�

571－5225�

591－7606�

585－3886�

595－1432�

501－3702

白水欣哉�

森山利�

福島恭輔�

別府るみ子�

籾井勇次�

松川瑞惠�

齊野知恵子�

しろうず きん や�

もりやまとしのり�

ふくしまきょうすけ�

べっぷ�

もみい  ゆう  じ�

まつかわ みず え�

さい の　 ち　え　こ�

こ�

相
談
し
て
く
だ
さ
い

い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

人権啓発冊子
「ひまわり」を発行
市は、人権問題を正しく理

解してもらうため、毎年、啓

発冊子「ひまわり」を発行し

ています。

今年は、12月15日号の市報

と一緒に各家庭に配布する予

定です。家族で読んで、人権

問題について話し合ってみて

ください。
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市
民
公
益
活
動みなさんの公益活動を支援します�みなさんの公益活動を支援します�

ん

なで
つくる春日の未来

！�！�
少子高齢社会が進行し、住民どうしの人間関係が希薄化するなか、

市民のふれあいや支え合いで結ばれた新しいコミュニティづくりが

求められています。

春日市は、この新しいコミュニティづくりを進めていくため、第

４次総合計画で掲げるまちづくりのための基本姿勢「協働―みんな

でつくる春日の未来―」に沿って、「市民公益活動支援指針」をまと

めました。

これは、市民の皆さんによる市民の皆さんのための活動「市民公

益活動※」を、市がどのように支援していくのか、その基本的な考え

方を示したものです。

今後は、この指針に基づいて、具体的な支援施策を検討していき

ます。
※　市民公益活動＝複数の市民が自発的に行う活動で、地域社会に貢献する、政治・宗

教・営利を目的としない活動のこと

―春日市が目指す支援施策の方向性―
（指針を一部抜粋）

活動支援拠点の整備
市民公益活動の支援機能を持つ「（仮称）まちづくり市民活動支援センター

（以下「センター」という）」の整備

ネットワークの構築
センターを中心とした人と人とのネットワークの構築

情報提供・情報発信の支援
市民公益活動に必要な情報を収集して提供し、市民公益活動の情報発信をサポート

人材派遣などによる公益活動への支援
希望するグループに、市民公益活動の発展のために必要な知識を持つ専門家を派遣する制度の整備

公共施設の利用条件の見直し
市民公益活動のために、広く公共施設が利用できる利用条件の見直し

事業委託の実施
市民公益活動を行うグループに市の事業を委託することがより効果的また効率的な場合に、

その実施を検討

市民公益活動支援指針の全文は、市ホームページで閲覧できます。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/joho/houkoku/kouekikatudou/index.html
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市
民
公
益
活
動

申込・問い合わせ先　地域づくり課地域づくり担当
Tel(584)11115　Fax(584)1153 tiiki@city.kasuga.fukuoka.jp

現在進行中！（仮称）まちづくり市民活動支援センター
現在、センター整備計画が進行しており、センターを旧須玖保育所に整備する

ことにしました。子どもたちを育んできたぬくもりある保育所の施設を、できる
だけそのままの形で活用します。春日市のより良いまちづくりのために、センタ
ーを拠点に、市民公益活動を行う市民が交流し、互いの課題を解決しあえるセン
ターにしたいと考えています。
■5つのセンター機能が決定

今年4月に発足した、NPO関係者や自治会関係者、公募参加の一般市民など30人で構成する「センター設立
準備委員会」では、月1回、「春日市にはどのようなセンターが必要なのか。運営はどうあるべきなのか。」など
の検討を重ねてきました。そのなかで、次のとおりセンターが担う5つの機能が決まりました。

整備予定の旧須玖保育所

活動団体情報や、行政や企業の
支援情報などの情報収集・提供
など�

会議や作業、事業を行う場所の
提供など�

　市民活動の総合的な窓口　事
務所を持たない団体のための事
務所機能（私書箱、備品置場の提
供など）�

　活動希望者と活動団体との連
絡調整　NPOとコミュニティ団
体(自治会など)とのコーディネ
ートなど�

市民とNPO、コミュニティ団体、
行政の連携の場づくりなど�

情報収集・発信�
機能�

活動・作業のための�
場所提供機能�

人材のマッチング、�
コーディネート機能�

連絡窓口・事務所�
機能�

交流・ネットワーク�
機能�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

センター設立準備委員会の様子は、市ホームページでも見ることができます。�
　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/machidukuri/shien/shien.html

センター�
機　能�
センター�
機　能�

言わな かわらん。聞かな わからん。
～やってみる？はじめの一歩のボランティア～
第２回市民活動まちづくり懇談会 参加者募集

家庭や職場以外に自分の思いを活かせる場が欲しい人、何かボランティアを始めてみたい人、ネットワ
ークを築いて活動の輪を広げたい人、そんな皆さんが対象です。あなたにできる“まちづくり”を、身近
なところから始めてみませんか。ボランティアのきっかけと出会いの場を用意しています。
参加は無料です。ぜひ参加してみませんか。

日時 12月18日(土)午前9時～正午　会場 市役所大会議室
内容 ①市の取り組みリポート（市民公益活動支援指針、（仮称）まちづくり市民活動支援センター整備

計画）②どんな活動団体があるの？「聞かなわからん！活動ＰＲ大会」③私にできることは？目指
すまちは？「言わなかわらん！懇談会」

申込方法 12月10日(金)（必着）までに、ハガキかファックス、Ｅメールで「市民活動まちづくり懇談
会申込」、住所、氏名、年齢、電話番号、あれば参加活動団体を書いて送る
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

1981年（昭和56年）12月9日、国連で「障害者の

権利宣言」が採択され、これを記念して｢障害者の日｣

が制定されました。

そして、今年の6月には｢障害者の日｣が｢障害者週

間（12月3～9日）｣へと改められました。

障害者福祉への関心と理解を深め、障害者が社会や

経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参加す

る意欲を高めることを目的に、この週間中にさまざま

な催しを行います。

参加は無料で、手話通訳も行います。ぜひ参加して

ください。

○講演会

日時 12月11日(土) 午後1時30分～3時

場所 いきいきプラザ視聴覚室（昇町1―120）

演題 ｢障害児への理解と支援について　発達障害

って何？｣

講師 酒井
さかい

均
ひとし

さん（筑紫女学園
ちくしじょがくえん

大学教授）

○街頭啓発（リーフレットと啓発物品の配布）

日時・場所

12月3日(金) 午後3時～・午後4時～

西鉄春日原駅やJR春日駅など市内5カ所

12月9日(木) 正午～

市役所ロビー

○障害者スポーツ大会

春日市身体障害者福祉協会によるスポーツ大会

です。ぜひ応援に来てください。

日時 12月12日(日) 午前8時～午後5時

場所 市民スポーツセンター（大谷6―28）

種目 テニス グラウンドゴルフ 水泳

問い合わせ先 高齢障害課
1(584)1111 5(584)3090

誰もが住みやすい社会に…

12月3～9日は｢障害者週間｣

市からのお知らせ�

市が行う競争入札は、登録業者でなければ参

加することができません。新たに登録を希望す

る業者は、申請してください。

ただし、営業経歴が過去2年以上あることなど

の条件があります。詳しくは要項で確認してく

ださい。

受付期間 平成17年1月11日(火)～31日(月)

（平日のみ）

受付時間 午前9時～11時30分、午後1時～4時

申請方法 受付期間内に、申請書を直接窓口に

提出する（郵送不可）

※　要項と申請書は、12月1日(水)以降、春日市

ホームページから印刷するか、財政課で購入

（1部200円）してください。

資格有効期間 平成17年4月1日～平成18年3月

31日

申請・問い合わせ先 財政課契約担当
1(584)1111 5(584)1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

nyuusatu/shinsei/shinsei_top.html

平成17年度一般(指名)競争入札

参加資格審査申請受付
1日(水) 本会議（議案の上程、提案理由の説明など）

3日(金) 本会議（議案質疑など）

6日(月)～8日(水) 各常任委員会（議案審査）

9日(木)・10日(金) 本会議（一般質問）

14日(火) 各常任委員会（議案審査のまとめ）

15日(水) 各常任委員会（閉会中調査事件の調整な

ど）

16日(木) 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）

※　日程は、都合により変更になることがあります。

傍聴する場合は、事前に問い合わせてください。

問い合わせ先 議会事務局
1(584)1111 5(584)1146

傍聴しませんか

春日市議会12月定例会
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

平成17年4月1日から市内の保育所（園）に入所を

希望する人の申込受付を開始します。

対象 市内に居住し、次のいずれにも該当する乳幼児

生後51日（岡本保育所では生後3カ月）から就学前

保護者の仕事や病気などの理由で、家庭で保育を受

けられない

※　現在入所待機中の人も、新たに申し込みが必要で

す。

受付期間 平成17年1月7日(金)～17日(月)

受付時間 午前9時～午後5時

※　申し込む前に、乳幼児と一緒に希望する保育所を

下見しておいてください。

受付場所

新規希望者　市役所207会議室

継続希望者　入所している保育所（園）

※　申込用紙は、12月13日(月)からこども未来課で

配布します。

問い合わせ先 こども未来課保育所担当
1(584)1111 5(584)1115

始まります

平成17年度の保育所（園）入所申込受付

女性施策の推進や男女共同参画社会の形成に関するこ

とを調査・研究し、審議する「男女共同参画審議会委員」

を募集します。

対象 市内に居住または通勤通学する20歳以上の人

任期 平成17年3月1日～平成19年2月28日（2年間）

募集人員 5人（書類選考により決定）

応募方法 12月28日(火)（必着）までに、｢私の考える

男女共同参画社会｣をテーマにした作文（800字

程度）に住所、氏名、年齢、電話番号、応募理由

を書いた紙を添え、郵送または直接窓口に提出す

る

応募・問い合わせ先 人権女性政策課男女共同参画担当
1(584)1111 5(584)1153

男女共同参画社会の実現に向けて

男女共同参画審議会委員募集
筑紫地区（春日市・大野城市・筑紫野市・太

宰府市・那珂川町）では、10月1日に小児科の

夜間・休日救急診療を開始しました。

これに伴い、これまで内科（小児科）を主に

行ってきた「平日夜間在宅当番医制（筑紫地区

で3カ所、午後5時～10時）」は、12月31日で

廃止します。

成人や高齢者に対する初期救急診療は、「病

院群輪番制（筑紫地区で内科1カ所・外科1カ

所、午後5時～翌午前9時）」で対応します。

問い合わせ先 健康課
1(501)1134 5(501)0051

変更します

筑紫地区救急医療体制

保育所（園）一覧�

保育所名� 住所� 連絡先� 保育所名� 住所� 連絡先�

春日原保育所�

岡本保育所�

昇町保育所�

須玖保育所�

大和保育所�

白水保育所�

春日原北町1―3―2�

岡本1―89�

昇町3―159�

須玖南2―120�

大和町1―4―1�

下白水南3―68�

�

1(571)01535(571)0154�

1(591)36175(591)3629�

1(571)19155(571)1935�

1(501)3090（5兼用）�

1(571)32675(571)3339�

1(582)26575(586)0660�

春日東保育所�

若竹保育園�

春日中央保育園�

あいあい保育園�

まみぃ保育園�

光町1―73�

桜ヶ丘4―6�

昇町6―109�

白水ヶ丘1―12―3�

大土居1―97―2

1(591)19185(571)0403�

1(591)60235(582)7966�

1(581)86405(584)0304�

1(915)75555(915)7557�

1(588)73005(581)1688
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市最南部の春日原ゴルフ場で大規模開発が予定され

ており、その開発予定地と隣接する東浦
ひがしうら

・西浦
にしうら

地区

を合わせた地区の地区計画案を縦覧します。

この計画案については、利害関係者の意見をより的

確に反映するため、10月に原案の段階でも縦覧を行

いました。しかし、修正が必要と考えられる意見書が

なかったため、ほぼ原案どおりの内容となっています。

縦覧・意見書提出期間 12月2日(木)～16日(木)（平

日のみ）

時間 午前8時30分～午後5時

縦覧・問い合わせ先 都市計画課計画担当
1(584)1111 5(584)1143

｢南部白水地区地区計画案｣とは

市内で唯一の市街化調整区域で、ゴルフ場

と大規模な森林で構成される南部白水地区。

しかし、森林は長年にわたる廃棄物や建設残

土の投棄などによって貴重な自然が損なわれ

つつあり、景観や環境面での悪影響が懸念さ

れています。

計画案では、この地区の一部に計画的開発

を誘導し、残された自然を有効活用しながら

良好な低層住宅地や広域商圏も視野に入れた

郊外型商業地の形成を目指しています。また、

乱開発の進行の抑止や損なわれた緑の回復な

どの環境改善も目指しています。

縦覧します

福岡都市計画南部白水地区地区計画案

重症結核の予防には、できるだけ早い時期のBCG

接種が有効との理由で、平成17年4月1日から右表の

とおりBCG接種の対象年齢と接種方法が変わります。

現在生後3カ月～4歳未満で、まだ接種していない

乳幼児は、早めに検査と接種（無料）を受けるように

しましょう。

受付時間 午後1時30分～2時15分

場所 いきいきプラザ（昇町1―120）

※　春日市以外でも受けることができます。詳しくは

問い合わせてください。

問い合わせ先 健康課
1(501)1134 5(501)0051

対象年齢・接種方法が変わります

ツベルクリン反応検査・BCG接種

現
　
在�

対象�
　生後3カ月～4歳未満�
接種方法�
　ツベルクリン反応検査の判定結果次第で�
　接種�

対象�
　生後3カ月～6カ月未満�
接種方法�
　ツベルクリン反応検査をせずに、全員�
　接種�

平
成
17
年
4
月
以
降�

ツベルクリン反応検査�

BCG接種�

　12月13日(月)　平成17年1月19日(水)　2月�

15日(火)　3月7日(月)

　12月15日(水)　平成17年1月21日(金)　2月�

17日(木)　3月9日(水)

3月までのBCG接種日程�

▲ツベルクリン反応検査は3月で終了します
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ク
ス�

11月3日、ふれあい文化センターで
第17回春日市表彰式が行われました。
この式は、さまざまな分野での市に

対する貢献や、市民の模範と認められ
た人・団体などを表彰する目的で行わ
れているもの。今年は16人と2団体が
受賞しました。
受賞者は、次のとおりです。

（順不同、敬称略）
自治功労表彰 太田

おおた

務
つとむ

自治表彰 中園
なかぞの

和彦
かずひこ

、池内
いけうち

成章
なりあき

、佐保
さ ほ

守
まもる

、藤野
ふじの

雅和
まさかず

、丸山
まるやま

清成
きよなり

、村上
むらかみ

藏
おさむ

市民功労表彰 中嶋
なかしま

惠子
けい こ

（故人）、藤野
ふじの

善治
よしはる

、村田
むらた

芳　
よしのり

、遠目塚
とおめつか

榮三
えいぞう

、原
はら

ノリ子
こ

金堂
かなどう

正芳
まさよし

、白山
しらやま

大慧
だい え

市民活動表彰 山
たかやま

質
ただし

、春日手話の会、桜ヶ丘地区まちづくり委員会
市民スポーツ賞 安邉

あ べ

真志
しんじ

市民図書館の貸出数が、10月30日、1,000万冊を突破。
その場で開かれた記念のセレモニーで、1,000万冊目にあ
たった市内の西田

にしだ

美春
みはる

さんに記念品が贈られました。
同館は、平成7年に開館。当初は、年間70万冊の貸出を
見込んでいましたが、周辺市町村との相互利用開始に伴っ
て貸出が急増。予定より4年早い達成となりました。
いつも親子3代で利用しているという西田さんは、突然の
セレモニーに驚きながらも「春日に来てまだ2年ですが、こ
こは他市に比べて蔵書も多くとても気に入っています」と
話していました。
青木
あおき

館長は「貸出数は市民の文化バロメーターです。そ
の要望に応えて利用者の満足度向上に努め、愛される図書
館を目指します」と気持ちを引き締めています。

貸出1,000万冊突破

市民図書館で記念のセレモニー

このほど群馬県で開催された高齢者の文化・スポーツの祭典「ねんりんピック」のなぎ
なた競技で、福岡県代表で出場した石内

いしうち

千恵子
ち え こ

さんが、見事、銅メダルを獲得しました。
石内さんは、今回、福岡県の強化メンバーとして一夏かけて十分な練習を積み、万全の
体制で臨んだだけあって予想通りの成績を納めました。
市内で長年、この「なぎなた」の普及に努めてきた石内さ
んですが、指導している子どもたちにとっても大きな励みと
なったようです。
来年は、地元福岡県がこの「ねんりんピック」の開催地と
なるため、石内さんは「開催県の面目をかけて臨みます」と
早くも意気込んでいます。
また、11月14日にはその「交流リハーサル大会」が市内で
開催され、市民の関心と気運も盛り上がりを見せています。

今年は16人と2団体が受賞

第17回春日市表彰式

「ねんりんピックぐんま」

なぎなた競技で銅メダル

孫
と
一
緒
に
く
す
玉
を
割
る
西
田
さ
ん
。
右
は
井
上
市
長

▼

重
い
防
具
を
着
け
て
試
合
に
臨
む
石
内
さ
ん

▼
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県下全市町村を会場に、10月30日から11月14日までの16日間にわたって盛大に開催さ

れた｢とびうめ国文祭｣。

県内はもちろん、全国各地から集まった大勢の人たちに、地域の特色を生かした文化や

芸術、そして福岡の魅力を存分に披露しました。

春日市でも、障害者の表現活動を展示・披露した｢つなぐ！ひとまちアートフェスティバ

ル｣や、時代を超えた和のオーケストラ「弥生の里雅楽祭」、そして市内の弥生遺跡にちな

んだ｢シンポジウム邪馬
や ま

台国
たいこく

の時代『奴
な

国
こく

！』｣の3事業を展開。約4,700人もの人が来場

するなか、全国に向けて「春日」を発信しました。

①

②

③

⑥

⑦

④

⑤
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⑧

⑨

⑬

⑯

⑭⑮

⑰

⑱

⑲

⑩

⑪⑫

10月30日～11月3日にク
ローバープラザで行われたこ
のフェスティバルには、約
2,800人が来場。障害者の表
現活動を通して、表現するこ
とに障害の有無は関係ないと
いうことを実感できたイベン
トでした。
①JOY倶楽部ミュージックアンサ
ンブルによるオープニングコン
サート

②来場者みんなで作り上げた｢シン
ボリックアート｣

③渡辺知子さんらによるクロージ
ングコンサート

④パネルトーク
⑤市内小学生と県内養護学校・ろ
う学校の生徒が制作した｢ウェ
ルカム・ポスター｣

⑥公募展
⑦全国の障害者から募った公募展
の入賞者の表彰式

10月31日にふれあい文化
センターで行われたこの雅楽
祭には、約1,200人が来場。
今も変わることのない「和」
の響きを楽しみました。
⑧春日野小学校児童による舞
⑨⑩全国各地の雅楽団体が美しい
演奏や舞を披露

⑪出演者に春日東中学校の生徒ら
がお茶でおもてなし

⑫春日西・春日南・春日北中学校
の生徒による歌物

11月6日にふれあい文化セ
ンターで行われたこのシンポ
ジウムには、約600人が来場。
古代「奴国」に関する貴重

な研究内容を聞くことができ
ました。
⑬弥生時代や奴国にまつわる基調
講演

⑭⑲オープニングイベントを飾っ
た春日太鼓

⑮開場時には全国各地からの来場
者で行列が

⑯熱心に耳を傾ける来場者
⑰⑱パネルディスカッション

つなぐ！ひとまちアート
フェスティバル

弥生の里雅楽祭

シンポジウム邪馬台国の時代｢奴国！｣

春日市の事業を

レポート！



素
敵
な
歌
声
を
響
か
せ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
前

に
、
ぜ
ひ
讃
美
さ
ん
び

を
聴
き
に
き
て
く
だ
さ

い
。

日
時

12
月
10
日
(金)

午
後
6
時
30
分
〜

（
開
場
　
午
後
6
時
）

会
場

同
大
学
ラ
ン
キ
ン
チ
ャ
ペ
ル

（
福
岡
市
早
良
区
西
新
に
し
じ
ん

6
―

2
―

92
）

曲
目

パ
レ
ス
ト
リ
ー
ナ<

教
皇
マ
ル

チ
ェ
ル
ス
の
ミ
サ>

よ
り
　
な

ど

問
い
合
わ
せ
先

同
隊
総
務
　
長
田
お
さ
だ

1
0
9
0(

1
3
4
1)

7
4
6
8

5(

823)

3
3
3
5

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
作
家

下
村
し
も
む
ら

湖
人
こ
じ
ん

の
古
典
的
名
作
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て

く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
19
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

○
小
学
生
水
泳
教
室

対
象

水
泳
が
苦
手
な
小
学
生

日
程
・
時
間
・
参
加
費

▽
金
曜
日
コ
ー
ス

平
成
17
年
1
月
7
日
〜
3
月
18

日
の
毎
週
金
曜
日
（
2
月
11
日

を
除
く
計
10
回
）

午
後
5
時
〜
7
時

2
5
0
0
円

▽
土
曜
日
コ
ー
ス

1
月
8
日
〜
3
月
26
日
の
毎
週

土
曜
日
（
計
12
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

3
0
0
0
円

○
初
心
者
水
泳
教
室

対
象

水
が
苦
手
な
18
歳
以
上
の
人

日
程

1
月
7
日
〜
3
月
25
日
の
毎

週
金
曜
日
（
計
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3
0
0
0
円

○
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
水
泳
教
室

対
象

ク
ロ
ー
ル
で
25
m
以
上
泳
げ

る
18
歳
以
上
の
人

日
程

1
月
19
日
〜
3
月
9
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計
8
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

2
0
0
0
円

○
脂
肪
燃
焼
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

1
月
6
日
〜
3
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日
（
計
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費

3
0
0
0
円

○
ナ
イ
ト
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

1
月
21
日
〜
3
月
11
日
の
毎

週
金
曜
日
（
計
8
回
）

時
間

午
後
7
時
〜
9
時

参
加
費

2
0
0
0
円

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

20
人
（
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
と
ナ
イ

ト
ビ
ク
ス
は
30
人
）

※
　
い
ず
れ
も
、
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通

知
し
ま
す
。

申
込
方
法

12
月
19
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直

接
窓
口
で
教
室
（
コ
ー
ス
）
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
（
学
年
）、
性

別
、
電
話
番
号
、
当
教
室
参
加

経
験
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

1(

915)

3
5
0
0

5(

585)

1
6
3
4

対
象

3
歳
〜
中
学
生

日
時

12
月
12
日
(日)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

白
水
大
池
公
園
芝
生
広
場
（
下

白
水
2
0
9
）

※
　
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
　
田
脇
た
わ
き

1(

501)
1
5
3
8
（
5
兼
用
）

1
0
9
0(

3
6
6
8)

9
2
6
9

ta
w
a
ki3
8
@
csf.n

e
.jp

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
12
月
7
日
(火)

「
乾
燥
肌
の
ス
キ
ン
ケ
ア
」

黒
木
く
ろ
き

り
え
さ
ん
（
皮
膚
科
部
長
）

▽
12
月
17
日
(金)

「
患
者
満
足
度
調
査
の
報
告
」

倉
掛
く
ら
か
け

真
里
子

ま

り

こ

さ
ん
（
副
看
護
部
長
）

▽
12
月
24
日
(金)

「
風
邪
予
防
の
食
事
の
と
り
方
」

一
瀬
い
ち
の
せ

幸
絵
ゆ
き
え

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

時
間

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所

同
病
院
セ
ン
タ
ー
6
階
講
堂

（
須
玖
北
4
―

5
）

問
い
合
わ
せ
先

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

1(

573)

6
6
2
2

5(

572)

0
6
3
3

５
８
４
・
１
１
１
１�

w
w
w
.city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

情
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日
市
役
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イ
ベ
ン
ト
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西
南
学
院
大
学
聖
歌
隊

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト(

待
降
節

た
い
こ
う
せ
つ)

コ
ン
サ
ー
ト

毎
月
第
3
日
曜
日
は
“家
庭
の
日
”

親
子
映
画
会
「
次
郎
物
語
」

ス
ポ
ー
ツ

運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う

温
水
プ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

春
日
リ
ト
ル
ラ
ガ
ー
ズ

ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

健
　
康

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室



先方への電話は12月1日

以降にお願いします。

【ゆずります】

●ジャングルジム すべ

り台付 200円 三谷1

(571)1852

【ゆずってください】

●トミカ高速道路にぎや

かドライブ●トミカ峠や

まみちドライブ 2,000

円前後で 三谷1(571)

1852

【このコーナーの掲載希望は】
ハガキに、住所、氏名(匿
名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は1万円を上限と
する希望価格)を書いて「〒
816－8501春日市役所広
報担当」あてに送ってくだ
さい。
リサイクルを進めるため
のコーナーです。営利目的
での利用はできません。な
お、クレームなどは当事者
間で解決してください。

健
康
度
測
定
を
受
け
て
、
い
き
い
き

ル
ー
ム
で
楽
し
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん

か
。
健
康
運
動
指
導
士
が
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
運
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け
た
健
診

結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

12
月
22
日
(水)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
計
測
（
体
脂
肪
率
）
▽
健
康

チ
ェ
ッ
ク
（
血
圧
・
安
静
時
心

電
図
）
▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽

体
力
測
定
（
握
力
・
柔
軟
測
定

な
ど
）
▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測

定
（
運
動
負
荷
を
か
け
た
16
分

間
の
自
転
車
こ
ぎ
）
▽
結
果
説

明
と
運
動
処
方

料
金

2
1
0
0
円

定
員

36
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

1(

501)

1
1
6
2
（
5
兼
用
）

今
年
、
春
日
市
に
引
っ
越
し
て
き
た

乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
の
た
め
の
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
友
達
を
作
り
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
情
報
も

た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時

12
月
14
日
(火)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
1
―

38
）

参
加
費

5
0
0
円

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1(

572)

8
7
4
0
（
5
兼
用
）

夜
間
に
起
こ
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
に
対
し
、
看
護
師
ま
た
は

必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
が
電
話
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
に
診
療
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
の
情
報
も
提
供
し
ま
す
。

受
付
時
間

午
後
7
時
〜
11
時

相
談
先

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
・
感

染
症
セ
ン
タ
ー

相
談
電
話

▽
短
縮
番
号
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
用
）

＃
8
0
0
0

▽
専
用
電
話
番
号
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・

携
帯
電
話
用
）

1(

725)

2
5
4
0

問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
指
導
課
医
療

指
導
係

1(

643)

3
2
7
4

5(

643)

3
2
7
7

母
子
・
父
子
家
庭
へ
の
子
育
て
支
援

と
し
て
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
母
子
家
庭
等
家
庭
生
活
支
援
員
」
の

養
成
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

対
象

20
〜
69
歳
で
、
同
支
援
員
に
従

事
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
、
ま
た
は
従
事
し
て
い
る
人

期
間

平
成
17
年
1
月
25
日
(火)
〜
2
月

25
日
(金)
の
う
ち
6
日
間

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
研
修

室
（
原
町
3
―

1
―

7
）

受
講
料

1
0
0
0
円
（
教
材
諸
費
）

定
員

40
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

12
月
22
日
(水)
（
必
着
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

直
接
窓
口
に
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会

（
〒
816
―

0
8
0
4
ク
ロ
ー
バ

ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

1(

584)

3
9
2
2

5(

584)

3
9
2
3

母
子
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
や
母
親
同

士
が
自
由
に
意
見
を
述
べ
合
う
サ
ミ
ッ

ト
で
す
。い
ろ
ん
な
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

母
親
だ
け
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

12
月
19
日
(日)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
受
付
　
午
後
1
時
〜
）

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
3

―

1
0
1
）

参
加
費

一
世
帯
5
0
0
円

申
込
方
法

12
月
18
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
　
同
時
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
行
い
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
母
子

寡
婦
福
祉
会
　
合
原
ご
う
ば
る

1(

593)

9
5
3
5
（
5
兼
用
）

1
0
9
0(

1
8
7
6)

9
5
9
1

情
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あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定

子
育
て

子
ど
も
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ

福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

ウ
ェ
ル
カ
ム
春
日

福
　
祉

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

子
育
て
支
援
員
を
養
成
し
ま
す

母
子
家
庭
の
親
子
集
ま
れ
！

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
・
親
サ
ミ
ッ
ト

きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

総
さ
ん

村
瀬
む
ら
せ

菜
々
子

な

な

こ

さ
ん

み たに
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きいて�きいて�

平成13年12月20日生

宇
野
う

の

杏
菜
あ
ん
な

ち
ゃ
ん(

弥
生)

平成14年12月7日生

三
輪
み

わ

岳
登
が
く
と

ち
ゃ
ん(

桜
ヶ
丘)

平成13年12月20日生

田
中
た
な
か

詩
帆
し

ほ

ち
ゃ
ん(

惣
利)

平成15年12月13日生

坂

た
か
さ
か

雪
乃
ゆ
き
の

ち
ゃ
ん(

昇
町)

平成15年12月2日生

濱
口
は
ま
ぐ
ち

朋
快
と
も
や
す

ち
ゃ
ん(

上
白
水)

精
神
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
な
ど
の
関
係
者
、
そ
し
て

地
域
住
民
が
交
流
し
、
地
域
で
共
に
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修

会
で
す
。

日
時

12
月
18
日
(土)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
原
町
3
―

1
―

7
）

内
容

▽
講
演
「
精
神
障
害
者
施
策
の
問
題
点

と
改
革
の
方
向
性
」

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
の
中
で
生
き
た

い
、
街
中
で
暮
ら
し
た
い
」

▽
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
　
な
ど

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

582)

7
5
0
0

5(

582)

7
5
0
5

軽
度
発
達
障
害
の
理
解
を
深
め
、
そ

の
対
応
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

参
加
は
無
料
で
、託
児
も
行
い
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
14
日
(火)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

2
5
0
人
（
当
日
先
着
順
）

講
師

山
下
や
ま
し
た

裕
史
朗

ゆ
う
し
ろ
う

さ
ん
（
久
留
米
大

学
医
学
部
小
児
科
医
師
）

※
　
託
児
（
一
人
2
0
0
円
）
希
望
者

は
、
12
月
6
日
(月)
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

12
月
21
日
(火)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
4
階
中
会
議

室
（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5

―

25
）

演
題

「
難
病
の
方
々
と
の
接
し
方
」

講
師

家
永
い
え
な
が

志し

お
り
さ
ん
（
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理
士
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
同
事
務
所
が
行
っ
て
い
る
難
病
事

業
も
紹
介
し
ま
す
。

申
込
方
法

12
月
17
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健

康
対
策
課
健
康
増
進
係

1(

513)

5
5
8
3

5(

592)

8
4
4
4

母
子
・
父
子
家
庭
ま
た
は
寡
婦
の
た

め
の
法
律
相
談
の
窓
口
で
す
。

日
時

毎
月
第
3
火
曜
日

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場

同
連
合
会
事
務
所
（
原
町
3
―

1
―

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
6

階
）

※
　
相
談
は
一
人
30
分
程
度
で
す
。
前

日
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会

1(

584)

3
9
2
2

5(

584)

3
9
2
3

介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
み
具
合
や

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
市
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
、
年
4
回
程
度
、
調
査
・

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
議
会
を
、
一
度
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
10
日
(金)

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
、
電
話
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

介
護
保
険
担
当

1(

584)
1
1
1
1

5(

584)

3
0
9
0

国
保
い
ろ
い
ろ

事
故
な
ど
の
際
は
必
ず
届
出

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
交
通
事
故
に

遭
っ
た
り
、
他
人
の
飼
い
犬
に
か

ま
れ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
相
手
方
の
過

失
分
に
相
当
す
る
医
療
費
を
国
保

が
一
時
的
に
立
て
替
え
て
い
る
だ

け
で
す
の
で
、
市
役
所
へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課
国

保
担
当

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
」全
体
研
修

「
軽
度
発
達
障
害
の
理
解
と
対
応
」

市
教
育
委
員
会
教
育
講
演
会

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

弁
護
士
に
よ
る
夜
間
無
料
法
律
相
談

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

春
日
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
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空
き
家
の
あ
る
、
新
築
ま
た
は
既
存

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
間

12
月
1
日
(水)
〜
9
日
(木)

※
　
詳
し
く
は
、
申
込
期
間
中
、
市
管

財
課
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1

―

1
2
0
）
に
あ
る
募
集
案
内
書
を

見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部

1(

713)

1
6
8
3

5(

722)

1
1
8
1

(財)
国
際
青
少
年
研
修
協
会
は
、
18
歳

以
上
の
男
女
（
高
校
生
を
除
く
）
を
対

象
に
海
外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化
交
流
な
ど
を

通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
や
交
友
を
深

め
、
国
際
性
を
養
い
ま
せ
ん
か
。

訪
問
先
・
定
員

①
イ
ギ
リ
ス
（
語
学
研
修
＆
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
）
・
20
人

②
カ
ナ
ダ
（
語
学
研
修
＆
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
）
・
20
人

③
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
生
活
文
化
体

験
＆
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
・
20
人

④
ア
メ
リ
カ
（
生
活
文
化
体
験
＆
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
）
・
20
人

⑤
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
青
年
交
流
＆
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
）
・
15
人

⑥
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
現
地
N
G
O
と
の
交
流
会
）・
15

人
期
間

平
成
17
年
2
月
〜
3
月
の
間
の

10
〜
14
日
間

参
加
費

21
〜
33
万
円

応
募
期
限

平
成
17
年
1
月
10
日
(月)

（
⑥
の
み
年
1
月
17
日
(月)
）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

（
〒
160
―

0
0
0
4
東
京
都
新

宿
区
四
谷
よ
つ
や

2
―

11
大
村
お
お
む
ら

ビ
ル
3

階
）

1
0
3(

3
3
5
9)

8
4
2
1

5
0
3(

3
3
5
4)

2
2
0
7

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

in
fo
@
kskk.o

r.jp

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送(

C
S)

で

授
業
を
行
う
国
が
つ
く
っ
た
大
学
で
、

誰
で
も
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
部
（
対
象
）・
内
容

▽
教
養
学
部
（
15
歳
以
上
の
人
）

人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
な
ど
の

約
3
0
0
科
目
か
ら
学
べ
、
全
科
履

修
生
は
「
学
士(

教
養)

」
の
学
位
が

取
得
で
き
る

▽
大
学
院
（
18
歳
以
上
の
人
）

修
士
科
目
生
ま
た
は
修
士
選
科
生
と

し
て
学
べ
る

募
集
期
間

12
月
15
日
(水)
〜
平
成
17
年

2
月
28
日
(月)

※
　
費
用
や
体
験
入
学
の
日
程
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
学

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒
812
ー

0
0
1
6
福
岡
市
博
多
区
博
多
は
か
た

駅
南

え
き
み
な
み1
ー

14
ー

12
博
多
織

は
か
た
お
り

会
館

内
）

1(

473)

1
3
6
5

5(

473)

1
3
6
2

7
0
1
2
0(

8
6
4)

6
0
0

h
ttp
://w
w
w
.u
-a
ir.a
c.jp
/h
p

5
情
報
サ
ー
ビ
ス
　
0
4
3(

211)

8
3

5
1

相
続
争
い
に
な
ら
な
い
た
め
の
遺
言

と
相
続
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時

12
月
12
日
(日)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
学
習
室

（
原
町
3
―

1
―

7
）

参
加
費

5
0
0
円
（
資
料
代
）

定
員

24
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

12
月
10
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
遺
言

相
続
セ
ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
行
政
書
士

会
久
留
米
支
部
　
水
田
み
ず
た

（
〒
830

―

0
0
0
1
久
留
米
市
小
森
野

5
―

18
―

25
）

1
0
9
0(

7
9
2
0)

5
9
5
0

利用していないサービスの料金や遅延金など
を請求する「不当請求」の被害が跡を絶ちませ
ん。最近では、裁判制度を悪用した新たな手口
による被害も出ています。
これまで、不当請求は無視することが最善の

対処方法でした。しかし、新手口による裁判所
からの訴状や督促状を無視してしまうと、裁判
で敗訴となり、請求された金額を支払わなけれ
ばならなくなります。
裁判所から届いたものは、身に覚えがないも

のであっても、異議申し立てなどの手続きを行
う必要があります。
不当請求の手口は、日を追うごとに巧妙化し

ています。このような請求にはすぐに応じず、
まず相談してください。

○「消費生活相談窓口」
日時 毎週月・木曜日（祝日の場合は翌日）

午前10時～午後3時
場所 市役所市民相談室（電話相談可）

問い合わせ先 地域づくり課
1(584)1111 5(584)1153

募
　
集

入
居
者
募
集

空
き
家
の
あ
る
県
営
住
宅

大
学
生
・
社
会
人
の
た
め
の

冬
期
海
外
派
遣
事
業

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
17
年
度
第
1
学
期
学
生
募
集

講
演
・
講
座

“家
族
の
絆
を
深
め
る
”

遺
言
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー

こ
も
り
の



きいて�きいて�

２月生まれの赤ちゃん募集中
写真は、赤ちゃんの顔が
大きく写っているもので、
裏に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、
電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。
対象年齢は３歳までで、
11月4日までの到着分の
中から抽選で決定します。

平成14年12月17日生

甲
斐
か

い

音
羽
と

わ

ち
ゃ
ん(

光
町)

平成15年12月27日生

村
田
む
ら
た

心
彩
こ
こ
あ

ち
ゃ
ん(

惣
利)

平成15年12月10日生

井
上
い
の
う
え

拓
海
た
く
み

ち
ゃ
ん(

若
葉
台
西)

平成15年12月29日生

大
津
お
お
つ

光
央
み

お

ち
ゃ
ん(

天
神
山)

成
人
対
象
の
無
料
公
開
講
座
で
す
。

日
時

12
月
15
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ン

ホ
ー
ル
（
大
谷
6
―

24
）

演
題

「
生
き
て
い
く
中
で
の
（
歌
の
）

音
楽
の
役
割
」

講
師

岩
崎
い
わ
さ
き

記
代
子

き

よ

こ

さ
ん
（
声
楽
家
）

※
　
託
児
（
2
0
0
円
・
申
込
先
着
10

人
）
や
手
話
通
訳
（
無
料
）
を
希
望

す
る
人
は
、
12
月
8
日
(水)
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

公
民
館
担
当

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

発
病
す
れ
ば
ほ
ぼ
1
0
0
％
死
に
至

る
狂
犬
病
は
、
海
外
（
特
に
中
国
）
で

発
症
が
増
え
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
へ
の
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防

接
種
は
、
法
律
で
飼
い
主
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
動
物
病
院
で
必
ず
接

種
（
有
料
）
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
は
大
丈
夫
？

「
犬
の
フ
ン
が
い
つ
も
家
の
前
に

あ
る
」
な
ど
、
フ
ン
の
不
始
末
に
よ

る
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

飼
い
犬
の
フ
ン
を
持
ち
帰
る
こ
と

は
、
飼
い
主
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で

す
。
き
ち
ん
と
守
っ
て
住
み
よ
い
街

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
生
活
公

害
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
7

(財)
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
は
、
太
陽
熱

を
家
庭
の
給
湯
や
冷
暖
房
に
利
用
で
き

る
「
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ

ム
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）」
や
、
太

陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に
変
え

る
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
」
の
購
入
費

を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

無
限
で
ク
リ
ー
ン
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
陽
熱
と
太
陽
光
。
石
油
な
ど
の
化

石
燃
料
を
使
わ
な
い
こ
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
17
年
2
月
21
日
(月)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
財
団
導
入
促
進
本

部

▽
太
陽
熱
利
用
部

1
0
3(

5
2
7
5)

9
5
6
6

▽
太
陽
光
発
電
部

1
0
3(

5
2
7
5)

3
0
4
6

日
時

12
月
16
日
(木)
、
平
成
17
年
1
月

6
日
(木)
・
20
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

同
支
局
1
階
相
談
室
（
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う
5
―

14
―

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

※
　
一
人
30
分
間
で
す
。

申
込
方
法

12
月
14
日
(火)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)
2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

国
土
交
通
省
は
、
都
市
部
の
国
土
調

査
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
公
共
基

準
点
や
官
民
境
界
の
杭
な
ど
の
状
況
を

調
査
し
ま
す
。
民
有
地
へ
の
立
ち
入
り

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
事
前
に
連
絡
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

12
月
10
日
(金)
〜
平
成
17
年
2
月

28
日
(月)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
再
生
機
構
九

州
支
社
都
市
再
生
企
画
部

1(

722)

1
1
2
1

5(

722)

1
0
6
6

情
報
ひ
ろ
ば
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そ
の
他

環
　
境

年
1
回
の
注
射
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

狂
犬
病
予
防
注
射

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
高
度
利
用

ご
協
力
く
だ
さ
い

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館
教
養
講
座

相
　
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

弁
護
士
無
料
法
律
相
談



1
年
間
（
1
〜
12
月
）
に
納
め
た
国

民
年
金
保
険
料
や
国
民
年
金
基
金
の
掛

け
金
は
、
そ
の
年
の
所
得
税
や
市
民
税

の
算
定
の
と
き
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
そ

の
領
収
書
や
納
付
証
明
な
ど
を
提
示
し

ま
し
ょ
う
。

○
納
付
証
明
（
申
告
用
）

市
は
、
保
険
料
の
納
付
証
明
を
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
告

の
際
に
は
、
領
収
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
人
は
・
・
・

保
険
料
の
支
払
い
を
口
座
振
替
に

し
て
い
る
人
の
納
付
証
明
は
、
平
成

17
年
2
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

そ
れ
以
前
に
納
付
証
明
が
必
要
な

人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
　
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

南
福
岡
社
会
保
険
事

務
所

1(

552)

6
1
1
1

消
費
税
の
課
税
対
象
者
は
、
こ
れ
ま

で
売
り
上
げ
が
3
0
0
0
万
円
を
超

え
る
事
業
者
で
し
た
が
、
平
成
17
年
1

月
1
日
か
ら
1
0
0
0
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
15
年
分
の
売
り
上
げ
が
こ
れ
を

超
え
る
人
は
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と

な
り
ま
す
の
で
、
管
轄
の
税
務
署
に
届

出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
帳
簿
や
請
求
書
を
保
存
し
ま
し
ょ
う

帳
簿
に
記
帳
し
て
い
な
か
っ
た

り
、
請
求
書
を
保
存
し
て
い
な
か
っ

た
り
し
た
場
合
は
、
仕
入
れ
な
ど
で

支
払
っ
た
消
費
税
額
が
控
除
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

売
り
上
げ
や
収
入
な
ど
を
き
ち
ん

と
帳
簿
に
記
載
し
、
請
求
書
と
と
も

に
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

○
簡
易
課
税
制
度

帳
簿
に
記
載
し
て
い
る
売
り
上
げ

か
ら
納
税
額
を
算
出
す
る
方
法
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
計
算
方
法
「
簡
易
課

税
制
度
」
を
選
択
す
る
場
合
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。

○
納
税
資
金
は
計
画
的
に
貯
蓄

消
費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
預
り

金
で
す
。
消
費
者
か
ら
の
信
頼
に
応

え
る
た
め
に
も
、
納
税
資
金
は
計
画

的
に
貯
蓄
し
、
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署
個
人
課

税
1
部
門

1(

923)

1
4
0
0

同
金
融
公
庫
で
は
新
た
に
開
業
す
る

人
や
開
業
し
て
5
年
以
内
の
人
に
開
業

資
金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

融
資
限
度
額

7
2
0
0
万
円
（
う

ち
運
転
資
金
は
4
8
0
0
万

円
以
内
）

利
率

年
利
1
・
70
％
〜
（
使
い
道
や

返
済
期
間
に
よ
っ
て
異
な
る
）

返
済
期
間

▽
設
備
資
金
　
15
年
以
内

▽
運
転
資
金
　
5
年
以
内

※
　
事
業
内
容
な
ど
の
審
査
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
春
日
市
商
工
会

1(

581)

1
4
0
7
5(

575)

0
7
0
2

▽
国
民
生
活
金
融
公
庫

1(

712)

4
3
8
1
5(

732)

6
1
8
2

春
日
市
の
歴
史
や
風
土
、
文
化
に
つ

い
て
詳
し
く
書
か
れ
た
春
日
市
史
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

種
類

▽
上
巻
（
自
然
、
原
始
、
古
代
、

中
世
、
近
世
）
▽
中
巻
（
近
代
、

現
代
、
農
業
水
利
）
▽
下
巻

（
教
育
文
化
、
民
俗
）
▽
資
料

編

価
格

1
冊
5
0
0
0
円

販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

広
報
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)
1
1
4
2

情
報
ひ
ろ
ば
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掃除といえば、思い出すのが、昔、
お寺の保育園で働いていていたとき、

100畳もある畳をみんなで一斉に掃いたこ
とです。前が見えないくらいのほこりをか
ぶって、力いっぱい掃いた後は、障子の張
り替えです。最後は暖房用の石炭を運んで
12月の大掃除は終わり。今は本当にラク
チン、ラクチンです。 （シクラメン）

掃除、考えただけで憂うつ。
日ごろからやっていればと、毎年こ

こで後悔する。
そこで、私は、数年前から①少し早めに

取りかかる（暖かいときにできて、掃除が
はかどる）②一度に全部やらず、やる日、
やる場所を決める（負担にならず気が楽）
を実行している。
結構いいかも。お試しあれ。

（きれい好き）

度にやらず、少しずつ分けてやるの
がコツとよく聞く。だが、エンジン

のかかりが遅い私の家では、毎年、仕事納
めの翌日の29日から、家族総出で大掃除
に取り掛かる。
大みそかを含め3日間しかないが、家具

を動かし、部屋の隅々まで手を抜かない。
窓ガラスを磨き障子を張り替えると部屋が
パッと明るくなり、すがすがしい気分にな
る。
仏壇をきれいに磨き、床の間に鏡もちを

供え、玄関にしめ飾りをかけると、ようや
く正月を迎えられる。 (大和魂)

［今月のテーマ］

大 掃 除

P
N

二
人
仲
良
し

国
民
年
金
保
険
料

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

対
象
が
広
が
り
ま
す

消
費
税
課
税
事
業
者

大 一

大

国
民
生
活
金
融
公
庫

新
規
開
業
資
金
を
お
手
伝
い

販
売
し
て
い
ま
す

春
日
市
史

2月のテーマは「バレンタインデー」
1月5日(水)（必着）までに、ファックスかハガキ、Eメ
ールに住所、氏名、ペンネーム、電話番号、投稿文を書
いて送ってください。
あて先　〒816-8501春日市役所広報担当「井戸端かい
ぎ」係
※　掲載された人には図書券(500円分)を進呈します。



12月 
行事予定表�

須玖児童センター�
（５７３）２４３１　（５８４）７７３９ �

須玖南２-１２０（すくすくプラザ内）�

光町児童センター�
（５０１）７０１４（　兼用） �

光町２-１８０-４�

毛勝児童センター�
（５８１）５６１４（　兼用）�

大土居１-３８�

す　ぐ� ひかりまち� け か つ �

おはなしはじまるよ　　午前11時～11時30分�

インラインスケート教室�
午後1時30分～3時30分、10人�
※水筒・タオル持参�

6日、13日、20日、21日、23日、27日、29日、30日、31日�

※　　　 （網がけ）している行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てください。�

※ 表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。�

※ 　は申し込みが必要な行事です。申し込みは12月1日(水)午後5時から受け付けます。�

　（電話可・小学生以上は本人が申込、1人1行事まで、市民優先）�

※ 天候により、中止または内容を変更することがあります。お問い合わせください。�

ヨチヨチひ・ろ・ば（0～1歳児向き）　須玖：10日、光町：8日、毛勝：8日�

ニコニコひ・ろ・ば（2～3歳児向き）　須玖：9日、毛勝：16日�

ルンルンひ・ろ・ば（2～3歳児向き）　毛勝：10日（場所：白水ヶ丘公民館）�

おまたせ！トランポリン　午後3時～4時30分�

おおそうじdeソ！バ！　午前11時～正午、�
20人　　※おわん・おはし・ぞうきん持参�

大掃除して運だめし？　午後2時～3時�

ぼうけんまるクリスマス会　午後2時～4時�

クリスマス会（幼児向け）　午前11時～11時40分�クリスマス会（幼児向け）　午前11時～11時40分�

コミック・クリスマス！�
午後3時50分～4時50分�

たのしいおはなし（12月生まれの誕生会）��
午後2時～3時�

和紙で花作り（つくばね）　�
午後1時30分～3時30分、10人、200円�

挑戦ギネス　午後2時～3時、5歳以上�

すくすく育児相談　午前10時～正午�

毛勝クリスマス会　午後3時～4時30分�

じぶんちｄｅクリスマス！�
①自然のつるでリース作り��
　午前10時～正午、10人、200円�
　※保護者も参加可��
②キャンドル作り�
　午後2時～4時、小学3年生以上、10人、�
　200円�

クリスマスグッズ作り�
午前10時30分～正午、10人、150円�
エンジョイ！サッカー�
午後2時～4時、場所：春日北小�
※タオル・水筒持参�

運動系しようぜ（今日は思いっきり引く！）�
午後2時～3時�

たのもー！道場やぶり�
午後3時～4時30分、5歳以上�

めざせオリンピック�
午後2時～3時、5歳以上�

今日のおはなしなーに？　午後2時～2時30分�

ザ・3オン3　午後2時～3時�

ママのホっとタイム（クリスマスキャンドル）�
午前10時～正午、15人、1，300円��
※託児あり（１人500円、７日までに申込）�

クリスマス会（幼児向け）�
午前11時～11時40分�

かんたんクッキング（クリスマスケーキ）�
午後2時～3時、10人、100円�

大掃除して年越しそばを食べよう！�
午後2時30分～4時、30人�

午前11時～��

　　　11時40分�

8日（水）�

9日（木）�

16日（木）�

12日（日）�

19日（日）�

22日（水）�

24日（金）�

26日（日）�

28日（火）�

11日（土）�

4日（土）�

5日（日）�

18日（土）�

25日（土）�

親子向け�

遊びの広場�

伝言版�

開館時間� 休館日�

申�

午前10時～午後5時�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

申�

児
童
セ
ン
タ
ー
の
楽
し
い
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
、
親
子
で
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。

○
幼
児
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
紙
人
形
劇
）
や

歌
、
お
話
し
会
を
し
ま
す
。

サ
ン
タ
さ
ん
に
も
会
え
る
よ
。

○
児
童
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

・
須
玖
　
▽
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
「
ブ
ル

ー
レ
イ
ン
」
の
演
奏
▽
お
話
し
会

な
ど

・
光
町
　
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
や
マ
ジ
ッ

ク
、
風
船
な
ど
の
コ
ミ
ッ
ク
シ
ョ

ー
・
毛
勝
　
▽
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
▽
お

話
し
会
▽
ゲ
ー
ム

※
　
日
程
は
下
の
行
事
予
定
表
を
見

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

各
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
そ
ぼ
〜
児
童
セ
ン
タ
ー
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「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」へ
お
い
で
！



10
月
17
日
、
博
多
の
森
競
技
場
で
開
か

れ
た
「
福
岡
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会
」

の
陸
上
競
技
で
、
春
日
南
中
2
年
生
の
藤

本
良
太
さ
ん
が
、
4
0
0
m
と
1
1
0
m

障
害
の
2
種
目
を
制
覇
し
ま
し
た
。

県
内
6
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精

鋭
が
競
う
こ
の
大
会
で
の
2
種
目
制
覇

は
、
も
ち
ろ
ん
学
校
始
ま
っ
て
以
来
の
快

挙
で
す
。

取
材
で
、
放
課
後
の
学
校
に
出
向
く
と
、

今
回
の
快
挙
に
刺
激
さ
れ
た
の
か
、
運
動

場
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
む
生
徒
た
ち
で
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
周
辺
に
い
た
陸
上
部
の
一
団

に
写
真
取
材
を
お
願
い
す
る
と
、
さ
っ
そ

く
み
ん
な
で
走
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
。
あ

わ
て
て
ゴ
ー
ル
方
向
に
走
っ
て
い
っ
て
正

面
か
ら
カ
メ
ラ
を
構
え
る
と
、
全
力
疾
走

し
て
く
る
そ
の
先
頭
に
藤
本
良
太
さ
ん
が

い
ま
し
た
。

話
を
聞
き
に
近
づ
い
て
み
る
と
、
走
っ

て
い
た
と
き
の
精
悍

せ
い
か
ん

な
表
情
が
急
に
穏
や

か
に
な
り
、
こ
ち
ら
の
質
問
に
に
こ
や
か

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

Q

タ
イ
ム
は
満
足
で
し
た
か
？

「
こ
の
2
種
目
が
立
て
続
け
に
行
わ
れ

て
き
つ
か
っ
た
割
り
に
は
、
ま
ず
ま
ず
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
」

Q

い
つ
か
ら
陸
上
を
？

「
入
部
し
た
1
年
生
の
時
は
1
0
0
m

で
し
た
が
、
今
年
か
ら
4
0
0
m
に
変
更
。

障
害
も
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
。
母
も
陸
上

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
受
け
継
い
だ
の
か

も
。
で
も
小
学
生
の
時
は
、
も
っ
ぱ
ら
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
の
器
械
体
操
や
ス
イ
ミ

ン
グ
で
し
た
」

Q

陸
上
の
楽
し
さ
・
今
後
の
課
題
は
？

「
他
校
の
選
手
と
競
っ
て
走
る
の
は
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
話
も
で
き
る
し
。
課

題
は
や
は
り
記
録
更
新
に
向
け
て
の
フ
ォ

ー
ム
改
造
で
す
」

Q

ラ
イ
バ
ル
は
誰
？

「
ク
ラ
ブ
の
仲
間
み
ん
な
が
ラ
イ
バ
ル
。

お
互
い
に
見
習
う
こ
と
も
多
く
、
切
磋

せ
っ
さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
ま
す
」

こ
う
し
て
淡
々
と
し
た
藤
本
さ
ん
の
話

を
聞
い
て
い
る
と
、
今
回
の
快
挙
も
本
人

に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
出
来
事
で

は
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
余
裕
さ
え
伺
え

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
陸
上
で
脚
光
を
浴

び
な
が
ら
も
、
こ
れ
一
筋
と
い
う
意
気
込

み
は
な
く
、
結
構
、
野
球
や
テ
ニ
ス
に
も

興
味
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、

初
心
忘
る
べ
か
ら
ず

広
報
紙
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
３
年
目
。

よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
は
、
い
つ
も

頭
を
抱
え
て
い
ま
す
▼
全
国
の
広
報
担

当
者
も
悩
み
は
同
じ
。
そ
れ
を
少
し
で

も
解
消
す
る
た
め
、
毎
年
、
県
が
「
広

報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。

プ
ロ
の
編
集
者
に
広
報
紙
を
見
て
も
ら

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。
今
年
も
そ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た
▼
ま
ず
一
言
目

に
言
わ
れ
た
の
が
、
表
紙
の
写
真
に
つ

い
て
で
し
た
。「
紙
質
の
せ
い
も
あ
る
け

ど
、
写
真
自
体
が
暗
い
」
そ
の
通
り
…
。

表
紙
は
、
皆
さ
ん
が
手
に
し
た
と
き
に

ま
ず
目
に
入
る
「
広
報
紙
の
顔
」。
も
っ

と
目
を
引
く
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

紙
質
を
検
討
し
、
私
自
身
の
カ
メ
ラ
の

腕
を
磨
か
な
く
て
は
▼
そ
し
て
、
中
の

ペ
ー
ジ
。「
も
っ
と
自
分
が
書
く
記
事
に

好
奇
心
を
も
っ
て
紙
面
を
作
り
な
さ
い
」

そ
の
通
り
…
。
自
分
が
分
か
っ
て
い
て

も
、
相
手
が
分
か
っ
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
広
報
紙
づ
く
り
で
一

番
気
に
す
べ
き
こ
と
。
日
ご
ろ
気
を
付

け
て
い
る
つ
も
り
が
、
締
め
切
り
に
追

わ
れ
る
中
で
少
し
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
…
反
省
で
す
▼
「
初
心

を
忘
れ
ず
、
あ
な
た
自
身
が
楽
し
ん
で

取
り
組
み
な
さ
い
」
帰
り
際
に
言
わ
れ

た
言
葉
で
す
。

○川

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
国
文
祭
で
は
、
雅
楽
演

奏
に
も
出
演
す
る
な
ど
、
音
楽
に
も
関
心

が
あ
る
と
い
う
藤
本
さ
ん
で
す
。

小
学
生
の
時
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
試
し
て
み
て
か
ら
じ
っ
く
り
と
自

分
の
進
む
道
を
見
い
だ
し
て
い
く
タ
イ
プ

の
よ
う
で
す
。

次
の
目
標
は
？
と
尋
ね
る
と
予
想
通
り

「
高
校
に
入
っ
て
も
こ
れ
ら
の
経
験
を
生

か
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
い
う
答
え
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
も
、
ま
た
、
新
し

い
何
か
に
挑
戦
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

曇
り
の
ち
晴
れ
・
散
歩
道
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春日南中学校2年

藤本
ふじもと

良太
りょうた

さん

県県大大会会のの陸陸上上競競技技でで22種種目目制制覇覇
「陸上に限らず、いろんなことに挑戦しています」



市 の 人 口

●総人口 109,789人

（前月比＋72人）

女 55,889人　男 53,900人

●世 帯 数 42,929世帯

●転 入 545人　●出 生 107人

●転 出 543人　●死 亡 41人

◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
こ
の
写
真
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲10月24日　いきいきフェスタ（遊名人マスターと「あ
っち向いてホイ」）
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10月31日ふれあい文化センターで行
われた「弥生の里雅楽祭」の様子。出演
した市内の中学生は、すばらしい音色を
響かせました。（詳細は10・11ページ）

表
紙
の
写
真

(10/31現在)

11月6日・7日の2日間、ふれあい文化セ
ンターなどで、第31回春日市文化祭が行わ
れました。
スプリングホールで行われた芸能発表会
には21団体が参加。幼児からお年寄りまで
と幅広い年齢層の参加者が、いつもより少
し緊張しながらも、楽しそうに演技を披露
すると、観客席から大きな拍手が送られま
した。
館内には各種作品の展示会場も設けられ、
来場者は、出展者の力のこもった作品一点
一点をじっくりと鑑賞していました。
また、期間中には、お茶会や子ども向け
の映画会・工作広場なども行われ、気軽に
楽しめる芸術を満喫していました。

「芸術の秋」を満喫

第31回春日市文化祭

11月14日、市内全域で「秋のクリーン作
戦」が行われました。
この活動は、道端のゴミ拾いなどを通し
て、地域の美化に努め、市民一人ひとりの
マナーアップも目指そうというもの。市生
活環境組合連合会が中心となって取り組ん
でおり、毎年、春と秋に行われています。
泉地区では、午前9時前から多くの住民
が公民館や公園に集まり、清掃やゴミ拾い、
古紙の集団回収を開始。集積所となった公
園には、1時間も経たないうちに、空きカ
ンや古紙などがうずたかく積み上げられま
した。
子どもたちが自主的に参加する姿も見ら
れ、地域をあげての活動となったようです。

みんなできれいなまちづくり　秋のクリーン作戦


